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顯幼虫鰍の形成につV’て，般・舳（1952a）及　　　　第・表供藷1U・オ料
び有賀・吉武・長島（1954）は，一つの斑紋形戚には，　　　　　　　ww

ただ靴それに対応する・ilaの遺伝子ばかりでなく，他　　総並び鮫鯉武

の別個の遺伝子も積極的に関与する場舎があること，及　　　　黒　　　　　　縞

び一つの斑紋の発現機構を究明するには，生体の全発生　　　　黒　縞　x　形　蜜

段階にわたつて，この斑紋遺伝子とは別の各種遺伝子の　　　　黒　縞　×　暗　色

関連についても研究の必要があることを述べた。木研究　　　　虎　　　　　　養

は樋の家蚕幼蛸紋の突然変異個髄｛1献して，幼虫　　ひ　の　で
各醐の鰍燃の状態を調べ，　9P内肝盤の欄の　ひので×形蚕
分化及囎に伴つ・生ずる麟・胞の分化が灘の　叢縞，ひので，宇調

形成醐して顛な欄をあた焔こと磁ロつたので鞭　形　　　as
告する。
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　なお本研究の～部は，侵島・田申・滴水（1956）が第

・2回蘇学会幡支部縮豪発xしたものである。　性について縢した・獣必凱応じて外皮と輿皮細胞

獣繍騨するにあたつて，種刷旨翻肺つた　とを鰍し・嗣tそれ彫成される縢の状態を蹴鏡

鯨蝉韻嬬搬燃謝の勲表する。　　　下で際した・

　　　　　　　　材料並びに方法　　　　　　　　　　　　　　　　　奨験結果並びに考察

本実馬難楓した幼蛸紋の突然獺｝ま第竣に尉　 腋の麟に形成される鰍はすでに賜（1952）カS

鋤である．こ鴻樋職の縣から第5醐に耽　明かにしているようにρs，娘びこれらの齢型を除

る各糊の幼蛇用いて錦・歯漁こおいては双麟微　いて・いわ‘少拗虫鰍遺伝初獺による鰍の形成

鏡下で罐したが，第2齢乃聯5齢期醐虫の欄を　は認められなV’・毛振期に蝿と，2鵡伝子の鱒1・

切開順蜘胞に搬つけない・うに臆し。醐諸　よ登有の鰍カミ認めらtvるようにな翻他・聯充で

鮪を職き，粉水洗した囎紙にEVG附し熾麟本　は髄の鰍は認められず融縫系統にti・t・Dて・亜

について，鰍の瀦，隙される、ラ。。鱗の灘　背線上に黒艶斑が認められるようになる・鰐工・～

及び㈱鞭鱗した．ま焔体節ごとに気門艦点と　6）Ze遺伝子の作用獺1こついては・此の麟にお1ナ

して洛鮪の鰍の模灘の騨を，如メータ遊　る幼蜘繍聯｝こ勘られ礁鰯繊紋か醐らか
用いて醗し，・の数融気門間の騨で除した髄も　であるが・他のX統においても第5・一一pa1°聯｝・わたつ

つて，F・一シ・グペ“’一．・一一上に額鰍の模様輌　て，　Zeの鰍の灘される翻とほ咽一の位駄特

き，それらの模様から鰍形成の状態及酪鰍の髄　に強く艶メラ”ンカs形成されている・・のよう繍実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から，極めて初期の発生段階において，この部分がZe

＊信州蝉繊響部遺騨研究室　　　　　遺伝子の獺に女條件を期｝した細胞の状態に分化して
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いることが考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　の作用と同様な働きを持つものであり・　L個1～忙におけ

　また上述の亜背線上の黒色斑は特に第5及び第8環節　　　る斑紋形成の状態（邪輿5）に見られる通り，各環節と

において明瞭である（写真4～6）。この斑紋の発現に　　　もこの黒魚煎紋の形成が強い。このような現象も上述の

対しては，先に有賀・吉武・畏鵬（1954）が半月紋の発　　　説明から理解されるものと思われる。

現機構の研究で述べた，特殊嶋・波細包の分化，即制・　第2齢期の斑紋につい唱まク鯨モ及びz・li琳に瓢’

わゆるる・・invisible　anlage・カ9各体節のこの部分に生　　　て，それら遡伝子の発現による斑紋を認めることが出来

ずる結果，外皮にある程度メラニンを形成し易い細胞原　　　るが，他の系統においては遺伝子の発窺が不完金である

形質になつているとすれば，蟻蚤斑紋遺伝子の発現にょ　　　か，またはほとんど認めることが出来ない（”躍47酎

つて，上述の黒色斑が形成されることが理解出来るよう　　　15）。がホモ個休についてみると，他の系統で臨1引’1線の

に思われる。策5及び第8環節の鰹、色斑が特に強く形　　　部分に色素の形戒が行われ難いのに対して，この部分に

成せられるのは，十E等の遺伝子の作用によつて，この　　　黒色メラユンの形式が認められる。がへ”7”　Taの場台は

“invisible　anlage・のSf［1分に“viSible　anlage・が形成　　　十力及びPとほとんど区別することが困難であ為。供誠

され，外皮におけるメラ＝Vの形∫伐がさらに活濃に行わ　系統1こついて，各斑紋の闘系図を第1図に示す。この1閃

れる結果であると思われるQまたL遺伝子の作用も＋E　　　からも判為ように，告系統とも極めて著しい斑紋模様の

第1図第2齢期における昏種斑紋の関係図（第5環節）

⑳　　　　　　　　　　　　　　　　’⑧

拠　　　　　L

備考・；ps－O　PSI＋一⑧　ps／PM一ム　U／v－’一圖　Ze－－d△　L－・一・口　PSUIL－es

　　　S：気門　C：半月紋

類似性を示しており，若干のものを除いて特異な模様を　　　ず，＋力個体と区別することが一見困難である。このよ

認め難い。即ちこのような類似燃を示すことは，個体の　　　うな現銀はUの場含においてもほぼ同様である。が／が∬

発生初期の段階における細胞の分化に起因する原形質の　　　個体の斑紋も不完全であるが，節間膜部にはク」f特有の

相違によつて，斑紋遺伝子（蟻蚕及び幼虫斑紋）の発現　　　斑紋に近い模様が認められる。　Lについても特有の褐

が大きく左右されることを示すものであろう。　　　　　　　色斑紋が認められるようになるが，その色調は第4及び

　第3齢期になると，それぞれの斑紋遺伝子の働きによ　　　第5齢のそれに比べると，極めて淡く完全な斑紋とは鍛

つて形成される特有の斑紋（第4及び第5齢期における　　　い難い。がひ乙個体における褐円斑紋の発現について観

斑紋）に近い形状を示すようになるものが多いが・完全　　　察すると，この時期のゐ個体における斑紋とは若予異り，

な幼虫斑紋ではない（写輿16～24）。供試系統個々につい　　　1対の褐円斑紋が正中線の方向に向つて稚々拡大される

てみると，psホモ型においては外皮のメラニン形成も　　が，第5齢期に見られるような1対の斑紋が完全に接合

相当活謹で，ほぼ第4齢及び第5齢期の斑紋に近い形状　　　する状態にはいたらない。第5齢期において褐円斑紋の

を示している。psヘテP型の場合は外皮の色素形成が少　　　接合が行われ6ことについては，すでに有賀・長勘（19

く，斑紋の形状もps個有の特徴を僅かに表わすに過ぎ　　　52b）も述べている通りで，褐円斑紋の形成にはが及び
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η遺伝子の働きが密接な関係を持つものであり，が及び　　　は，PS及びU遺伝子の発現がまだ完全でないために，

ひ等の遺伝子の働きによつてLの色素発現に対して，好　　　が砒個体の禍色斑紋が不完金な形状をとるものであろ

都合な条件が他の場合より広い範囲にわたつて斑皮細胞　　　う。

Lに附与されるものである。第3齢期における上述の現象　　　　これら種々の斑紋の関係図は第2図に示す通りである

第2図第3齢期における各種斑紋の関係図（第5繊節、

備考；君己号｝よ第11剰と1司じ

が，第2齢期の場禽に比べて更に複雑な模様を示してい　　黒色化して見えるが，これは蟻蚕斑紋遡1薫子が発現して

る。しかし次に述べる第4及び第5齢の複雑さに比べる　　いる結果であつて，第3齢期は蚕の生理機能の面からは

と，各斑紋の示す類似性が極めて多い。即ち斑紋遺伝子　　　稚蛮と壮蚕の転換する1嚇切といわれるが，斑紋形成の面

の発現に好都合な輿皮細胞の分化が，第1及び第2齢に　　　から見ても，蟻璽斑紋及び幼虫斑紋の爾力が形祓されて

比較して相当に進んでいるため，或る程度特有な幼虫斑　　　おり，興味ある時糊である。

紋が形成されるようになることが考えられる。また第3　　　　第4齢期になると，明瞭にそれぞれ特有の斑紋の模様

齢期の幼虫は，供試全系統とも外皮全体にわたつて禰々　　　を示すようになり，形状及び色調等も第5齢期のそれに

第3図第4齢期における各種斑紋の関係図（第5環節）

備考；記号は第1図と同じ
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近い。それらの関係図を第3図に示す。この関係図から　　　ける事が出来る。さらに気門の部分にはほとんど色紫の

明らかなように，それぞれの遺伝子による複雑な斑紋の　　　形成されない半月形の部分があり，その部分を中心にし

模様を示しているが，ほぼ同一の位置に同様な模様を形　　　て亜背線から腹側にかけて，極めて濃色の黒褐色メラユ

成している場合が多い。これらについては第5齢期の斑　　ンが形成される。Uヘテロの個体1こついても，　Uホモの

紋についても漱えることであるので後で述べる。　　　　　斑紋の分布とほぼ岡様であるが，上述のσホモに見られ

　第5齢期になると幼虫斑紋は完成され，各斑紋とも極　　　た区分が極めて明瞭となり，形成されるメラエンの色調

めて複雑な分化を示している　（写真25～33）。一つの斑　　　が淡色となつているので，一見異なる斑紋系のように思

紋系で極めて複雑な摸様を現わすUについて，その1例　　　われるQこのような斑紋形成における複雑な分化は・他

を述べるならば，正中線部に色素形成の行われないトッ　　　の系統についても，詳細に斑紋な観察することに，k　（：rc

クリ状の部分が，理節後方のIlifをふせたような形状の同　　　認めることが禺来る。一見黒色メヲニソ帯状斑紋をヲ吻虹

様に色素を形成しない部分に連つている。この部分と亜　　　するがにおいても，そのメラエソ形成の状態は襟懸な

背線迄の聞は淡黒褐色メラ＝ンの形成される模様がある　　　分化を示していることが判る。

が，色調その他の点から上下4つの部分に規則正しく分　　　各斑紋横様の関係を第4図に示す。第4齢期岡様それ

第4図第5齢期における各種斑紋の閾係図（第5環節）

備考；需己号は第1図と同じ

それの斑紋に圃有な模様の形成と，異なる斑紋系個休に　　　明瞭である。また五の斑紋については，σにおいて色累

おいても同様の模様を示すことが多く，類似性が認めら　　　の形戚されない正申線部の模様に沿つて，特脊の褐色斑

れる。もち論これらの斑紋については，同一の位置に同　　　紋の一部が形成されている。これら遺伝子の結含した

様な模様が形成されても，メラニン色素の色調及び濃淡　　　が砒個体のL遺伝子による斑紋は，普通のLの斑紋と異

等は異なる場合が多い。これらの関係について，供試材　　　なり，1対の禍円斑が相互に接合して，正中線から気門

料申のbS，　U，　L及びこれらの結合型について述べるこ　　上線白条部にいたる閻に中折帽子状の褐色斑紋（上部周

とにするo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辺は黒色）となつて現われるが，先に述べたびにおける

　先に述べたようにσにおいては，正申線部に色素の形　　　正中線のトックリ状下部に相当する場醗には，褐色メラ

成されない部分があるが，tSの斑紋を詳細に観察する　　　ニンが形成されずに黒色メラニン淋形成されている場合

と，この部分に相当する場所の黒色メラニンの形成の程　　　があり，あたかも帽子のリボンのような形状を泳してい

度は弱く，ひにおいて淡黒禍色メラニソを形成した亜背　　　る。このような斑紋の形状をとることについては，第3

線と節闘膜で包まれる部分は，極めて濃い黒色メラニソ　　齢期における斑紋形成のところで述べたが，黒色リボン

が形成されている。この関係はがヘテPにおいて特に　　　状の斑紋はが遺伝子の作用（色素形域以外の）にょる
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．嵐皮細胞の分化一一一一一L　ma伝子の発現に’好都奮な一ヵ：不　　　　　　　19～26（1954）

十分なため，ps遺伝子による色素の形成は田来ても，　L　　4．　MARKERT　C．　L．＆W・C，SILvER：Genet．，41（3），

遺伝子による禍色メラニンは形成されないものであろ　　　　　429～450（1956）

う0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．　艮、嗜》鋳斐一・：ITI～冨詠志，，21（2，3），　67－v73（1953）

　MARKERT及びSILvER（1956）は家爪塀戴々な組織

におけるメラノサイトの発生及び将性について研究し，　　　’　　　　　　　　Summary

黒色及び褐色等のメラニソの形成には，細胞環境を通し　　　　　　The　analyses　on　the　fovmation　of　some　larval

ての遺伝子の作用が重要であることを述べているが，寂　　　markinsrs　accompanying　with　the　devel（，pment　of

蚕における幼虫斑紋の形式には，それぞれの斑紋に対応　　　the　sill〈worm　larva　have　been　carrie〔l　ou七making

する遺伝子α）作用が重要であることはもち論，嵐皮細胞　　　use　Qf　several　marldn8　muta　nts・

の複雑な分化が斑紋模様の形成に火きな影響を・与えるこ　　　　The　similar　patterll　which　is　especially　Ell）pa・

とを考・える必要があろう。さらにこの真皮細胞の分化に　　　1－ellt　at　the　first　and　second　instars　is　fQrmed

ついては，第ユ第2齢期に蕊ける各種斑紋の類似1‘1三が著　　　at　the　same　pQrtion　of　differεnt　kinds　Qf　mark一

しいこと等から，発盈の擁めて初期における細胞の分化　　　　ings　controllecl　by　dlfferent　genes・

と，壮蛮期の斑紋の形状等から，その後の発生段隣にお　　　　It　has　been　ascertainecl　that　the　diEferenLiations

ける遺1好と細願との働き合いによる分1ヒとが・擁ら　。f　the　cell・at・mbry。nal　statsre　and　’ef　tlie　epid・

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ermal　cells　which　characteristics　are　controlled

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　the　mutual　action　of　the　eytoplasm　and　genes

　　　　　　　　　摘要　　have　important　effects　upen　the　formation　of
　各種幼虫斑紋の突然変異及びそれらの結舗艶ll轍　　larva正markingS・

し，第1齢から第5齢期にいたる斑紋形成の状態を観察

して款の蘇を得た。　　　　　　　　　　写輿説明
　1第工～第3齢期においてほ，蟻蚕斑紋及び幼虫斑　　1－3　蟻蚤　　　　　　　　　1・4・7・16・25・

紋の発現があり，第4齢及び笛5齢期には幼虫斑紋のみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形蚤（十Pt）

の発現が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　4－6　毛振期幼虫　　　　　　　　2，　6，　15，24，33，

　2　齢の進むに従つて，各斑紋系特有の模様が形成さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虎寮（IZe）

れて来るが，異な翻轍系においても斑紋の模様に類似　　　．　　　　　　　3・5・11・2°・29，

性が認められる。この類似性は第1及び第2齢が最も顕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　褐円（L）

著であり，第3齢期はこれに次いでいるが，第4及び第　　　7－15第2齢期幼虫　　　　　　　　8・17・26・

5齢期においても相当の類似性を認めることが幽来る。　　　　・　　（濯紙貼附）　　　　　　無縞ホモ（が〆汐S）

　3　斑紋の形成には，卵発生初期における細胞の分化　　　16－24第3齢期幼虫　　　　　　　9・18・27，

及びその後の発育段階における細胞質と各種斑紋遺1云子　　　　　　　（濾紙舞占iSf寸）　　　　　黒縞ヘテμ（が／十）

の概作用によつて生う・る複雑な戴綱包の分1ヒが，露　25－33第5糊拗虫　　　　10・19・潴・

要な関係を持つことがわかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　（瀬紙貼附）　　黒縞・ひので・褐円（がひL）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12，21，30，

　　　　　　　　　引用文献　　　　　　　　　　　黒縞・瞳色（が／ρ吟
工．有賀久雄・長麟…一・育種誌．，2（1），・51－・・54（1952a）　．　　　　　’　　13，22，31・

2．　　・　　；晦誌r21（2，3），159（19　　　　　　　　　　ひのでホモ（UIU）
　　　　52b）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14，23，32，

3．　　　　　噂音武成美・畏島栄一：日蚕誌．，23（1），　　　　　　　　　　　　　　　　ひのでヘテロ（U，／十）


